（Ｈ24年1月）

· 「ポジティブ・オフ」運動ってご存知ですか？
「ポジティブ・オフ」運動とは、観光庁が主体となって内閣府、厚生労働省、経済産業省と共同で昨年の７月から提唱・推進している運動のことで、簡単に言えばオフ（土日等の週休日や各種の有給休暇）をポジティブ（前向き）に捉えて、積極的に外出したり旅行を楽しんだり、あるいは地域活動（ボランティア）などをしましょう、という運動です。
そもそもこの運動の背景には、東日本大震災の影響による節電対策、風評被害や自粛等による全国各地における観光産業へのダメージ対策という意図がありました。しかし、それだけにとどまらず、この震災を契機に私たちのライフスタイルそのものを将来に向けて変革し、「ライフスタイル・イノベーション」つまり仕事に偏りすぎたライフスタイルからの脱却、生活や家庭を今よりももう少し重視したバランスの取れたライフスタイルへの変革を目指そうという運動に進化しています。
この「オフ」に込められた意味には、単に休暇を取るという意味だけでなく、電気から離れる（節電）、家やオフィスから離れる、日常から離れる、自分の心や体から離れる（リセットする）などがあります。また、「ポジティブ」と評価される行動には、家族との絆を深める行動、仕事や趣味のスキルアップを図る行動、スポーツで健康を保持増進する行動、ボランティア活動で多様な経験を積むような行動などが挙げられるでしょう。大事なことは、試行錯誤しながらでも、自分自身が主体性を持って人間的に成長できるオフの過ごし方を発見することではないでしょうか。
独立行政法人労働政策研究・研修機構の調査によりますと、日本人の年間休日取得日数（土日等の週休日と祝日、年休取得日数の合計）は平均で127.6日（2010年）であるのに対し、ドイツが144.5日、フランスが140.0日、イギリスが136.6日（いずれも2007年）となっています。週休日は各国とも週休２日制のため同じ日数ですが、祝日は日本が他国に比べて５日程度多い分、年休取得日数が他国に比べてより少ない結果となっています。さらに年休取得率で比較すると日本は48.1％であるのに対し、他国はほぼ100％のため、日本の低さが際立っています。日本人が年休を取らない理由としては、「病気や急用のために残しておきたい」（64.6％）が最も多く、次いで「休むと職場に迷惑をかけてしまう」（60.2％）「仕事が多すぎて休む余裕がない」（52.7％）となっています。一方、年休の取得目的で最も多いのは病気や通院というデータもあります。まさしくネガティブなオフの過ごし方と言えるでしょう。
近江商人の心得に、有名な「三方よし」があります。売り手よし、買い手よし、世間よし。「ポジティブ・オフ」運動は、まさしく現代版の「三方よし」と言えます。従業員が主体的に休暇を取得・活用して自分が成長できる行動を取る。会社は休暇を取得しやすい職場環境を整えることで成長した労働力を取得できる。社会は従業員の行動に伴った消費活動で活性化するとともに人と人の絆が深まる。

働き手よし、雇い主よし、世間よし。みんなで元気な未来を創り上げたいものです。　（工藤克己）
